
多様な人材育成に関する万国津梁会議（第3回）
会議資料

日時：2022年2月3日（木）9:00-12:00
場所：オンライン開催

＜5分＞ 1．委員長挨拶

＜145分＞ 2．「人間力」育成の推進・向上に関する取組について
・・・p.2、資料1

(1)ヒアリング結果等について
(2)意見交換

＜15分＞ 3．最終報告の骨子案について ・・・p.3

＜5分＞ 事務連絡・閉会

◆◆会次第◆◆



2．「人間力」育成の推進・向上に関する取組について
(1)ヒアリング結果等について
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• 第２回会議では、社会人に重要な能力を４つのカテゴリーに分類し、その能力向上等に
係る現状及び課題等について議論いただき、参考資料１及び参考資料２のとおり整理し
た。

• 各カテゴリーに分類した能力を育成していくための取組について、事前ヒアリングを行
い、事務局において別添資料１のとおり、委員から意見のあった取組の目的や内容に
沿って、仮設定としてグルーピングを行った。

• 今回の会議では、資料１をたたき台として、取組のグルーピングも含め、追加・補強す
べき視点や、取組内容の深掘り・肉付けなどについて、ご議論いただきたい。



3．最終報告の骨子案（目次案）について
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章・節 記載内容

序文 • 総括的な内容を記載（※委員を代表として宮平委員長が記
載）

1．本報告書の目的 • 本報告書作成に至る背景および目的を記載
• 県知事からのオーダーとして「人間力」に関して検討
• このうち社会人にフォーカスを当てて検討

2．沖縄における「人間力」の考え方
2-1．内閣府における「人間力」の考え方
2-2．沖縄における「人間力」の考え方

• 内閣府「人間力戦略研究会」における「人間力」の考え方
を整理（※要素を3つのカテゴリーでまとめる）

• 時代背景や地域特性を踏まえて、「沖縄における人間力」
の考え方を再整理

• 4つのカテゴリー（要素）ごとに、必要とされる能力を整
理（※別添資料1参照）

3．社会人に必要とされる能力向上に向けた現状と
課題
3-1．知的能力的要素（じんぶん的要素）
3-2．社会関係力的要素
3-3．対人関係力的要素
3-4．自己向上的要素（自己制御的要素）

• 上記2-2．を踏まえて、社会人に必要とされる能力向上に
向けた現状と課題を整理（※別添資料2参照）

※ 第2回会議までにまとめた内容

4．能力向上に向けての取組 • 上記3．を踏まえて、能力向上に向けての取組内容を整理
（※別添資料3参照）

5．まとめ • 上記4．を踏まえて、各能力に共通する取組内容を整理
（※p.3参照）



会議 日時
場所

議論事項 各会議のアウトプット（イメージ）

第1回 2021年
10月28日（水）
沖縄青年会館・ｵﾝﾗ
ｲﾝ併用

① 会議の趣旨、進め方の説明（人間力（※）に関す
る説明も含む）

② 委員長・副委員長の選任
③ 報告
④ 意見交換

・全国的な、人間力や人材育成に関する現状や課題の把握
・「人間力（※）」を有する人材について意見を収集・整理

第２回
開催前
までに

第２回の議論を深
掘りする観点から、
事前にヒアリング
を実施

① 「社会人に重要な能力」について
② ①の能力に関する沖縄における現状について
③ ①の能力の向上等を行うに当たっての現状及び

課題について

第2回 12月27日（月）
八汐荘・ｵﾝﾗｲﾝ併用

① 会議の進め方について
② 「人間力」育成の推進・向上に関する現状及び

課題について

・会議の進め方の確認（事前ヒアリングの実施）
・ヒアリングした社会人にとって重要な能力を４要素（知的・
社会関係・対人関係・自己制御）に整理
・能力ごとに、①沖縄の現状、②向上等に係る現状・課題を整
理

第３回
開催前
までに

第３回の議論を深
掘りする観点から、
事前にヒアリング
を実施

① 「社会人に重要な能力」の向上等のために必要
な取組等について

第3回 2月3日（木）
オンライン

① 第2回会議の振り返り
② 人間力（※）を有する人材育成に向け、具体的に

推進すべき取組
③ 最終報告（骨子案）について

・第2回会議で共有できた内容の確認
・能力向上等に必要な取組

・最終報告の骨子（目次等）の確認

第4回 3月4日（金）
那覇市内の会議室
とｵﾝﾗｲﾝの併用

① 第3回会議の振り返り
② 最終報告（案）について
③ 今後の取組に向けて（意見交換）

・第3回会議で共有できた内容の確認
・最終報告書の確認
※最終報告書の作成に遅れがある場合、メールなどで確認いた
だくことを想定
・各実施主体の取組を具体的に進めていくに当たっての留意点
など自由意見交換

【参考】会議の進め方について

※「人間力」は、概念が広いため、本会議においては、「社会人に重要な能力」にフォーカスして議論を行うものとする。
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